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コーディネーター  

菊池 章（大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授） 

河原 行郎（大阪大学大学院医学系研究科 ゲノム生物学講座 神経遺伝子学 教授） 

主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：otk-2023@senri-life.or.jp   

Tel：０6-6873-2006 https://www.senri-life.or.jp 

 -千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第６３回会合 

「細胞間接着を基盤としたがんの悪性化制御を目指して」 

講   師  小田 裕香子（おだ ゆかこ） 

京都大学生命科学研究科 高次生体統御学 教授 

日   時  ２０２５年９月１１日（木）１８：００～２０：１５ 

場   所  千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会：６階 千里ルームＡ（WEB 配信併用） ～19:15 

懇親会：５階 Port５                       ～20:15 

参 加 費  講演会、懇親会とも無料 

定   員   会場参加８0 名、WEB 参加 200 名 

    参加は事前申込みされた方（申込締切り９月８日）のみとし、定員になり

次第締切ります。参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受付

フォーム」からお申込み下さい。https://www.senri-life.or.jp 

   ＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

mailto:otk-2023@senri-life.or.jp
https://www.senri-life.or.jp/
https://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

「細胞間接着を基盤としたがんの悪性化制御を目指して」 

京都大学生命科学研究科 高次生体統御学 教授 

小田 裕香子 

 

 

がんの大部分は上皮組織由来であり、上皮細胞はタイトジャンクション（TJ）とアドヘレンスジ

ャンクション（AJ）による細胞間接着を基盤として組織構造が維持されている。がんの進行や悪性

化の過程では、これら細胞間接着が破綻し、細胞は浸潤・転移能を獲得するようになる。がん細胞の

細胞間接着を回復させることができれば、がん治療における画期的な治療戦略となりうる。しかし

ながら、細胞間の接着を誘導制御するメカニズムは未解明の点が多く、そのため細胞間接着の制御

を介したがん浸潤・転移の抑制は実現されて来なかった。 

我々は以前、TJの誘導活性を持つ生体組織由来の新規ペプチド JIP (Junction-inducing peptide)を同

定した（Oda et al., Sci. Adv. 2021）。腸炎モデルマウスを用いた解析から、JIPは炎症によって損傷し

た上皮組織の修復に貢献することがわかっている。さらにごく最近、JIPが様々ながん細胞において、

細胞間接着部位の F-actin 細胞骨格の再編成を介して AJ 様構造の形成も誘導すること、および上皮

間葉転換を抑制する作用を持つことを見出した。これらの結果は、JIPががんの悪性化を制御しうる

可能性を示唆している。現在、JIP のがん抑制効果とその分子機序の解明について取り組んでおり、

本発表では、がん悪性化に対する新機軸としての細胞間接着制御の可能性について議論したい。 
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